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商工連ながの
●超高齢者社会における相続問題
	 　法律ワンポイントアドバイス
●有限会社橋本技研　
　代表取締役 橋本 直人さん
	 　長和町商工会　この人に注目－Vol.135
●�叙勲・褒章／経営支援事例発表大会／協会け
んぽの加入者・事業主の皆様へご案内
●古からの文化と産業～生坂村～
	 　生坂村商工会　ふるさと紹介－Vol.45
●商工貯蓄共済のご案内／オンライン保険相談のご案内

●商工連通常総会/関東ブロック商工連連絡協議会
●�青年部通常総会・リーダー研修会／女性部通常総会・
リーダー研修会／壮青年部通常総会・研修会
●�DXワンポイントコラム（第５回）／商工連観光事業企画
「スポーツ合宿誘致推進事業」経過報告／事業承継支
援施策の推進／商工会議員懇談会総会
●忙しい現代人に必要とされるサポートで、たくさんの人の笑顔が見たい！ 
	 　イベント企画メイクハピネス　中小企業の新たな事業活動
●３つの委員会活動で会員企業の発展と地域の活性化を推進中
	 　軽井沢町商工会 商工会はいま －Vol.131
●事業変革に活かす補助金の使い方
	 　経営ワンポイントアドバイス

　明るく元気なイメージのひまわりは、観光の活性化に打って付けです。
　平成６年より村を上げてひまわりを育て、夏に咲き誇るひまわり畑はとても美しく、多くの観光客が訪れます。
　毎年、役場裏の畑でひまわり迷路が開催され、迷路で用意されたクイズに正解すると、村のキャラクター�
「ちんえもんくん」のグッズが貰える、子ども、カップルに人気のスポットとなっています。�（平谷村商工会）

村の観光シンボル
ひまわり
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商
工
連
は
５
月
26
日
（
金
）、
箕
輪
町
「
伊
那
プ
リ
ン
ス
ホ
ー
ル
」
に
お
い
て
令
和
５
年
度

通
常
総
会
を
開
催
し
、
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
等
の
議
案
は
す
べ
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

通
常
総
会
の
冒
頭
、
商
工
連
間
瀬
会
長
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
の
闘
い
も
３
年
が
過
ぎ
、
こ
の
５
月
８
日

か
ら
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
５
類
へ
移
行
と
な
り
、
コ

ロ
ナ
前
の
日
常
生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の

小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
は
各
商
工
会
で
商
工
会
長
の
陣

頭
指
揮
の
下
、
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
コ
ロ
ナ
対
策
に
関
す

る
施
策
を
地
域
事
業
者
に
届
け
て
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
給
与
の
一
元
化
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度
よ
り
本
格
実
施
で
き
ま
し
た
の
も
商
工
会
長
各
位
の
ご
理
解
ご
協
力

の
賜
物
で
あ
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
の
小
規
模
事
業
者
支
援
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
ほ
か
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
、
事
業
再
構
築
補
助
金
、
経
営
相
談
体
制
強
化
事
業
に
加
え
、
長
野
県
に
よ

る
「
中
小
企
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
助
成
金
」
は
商
工
会
か
ら
の
申
請
は
８
０
２
件
、
金

額
は
11
億
５
千
８
百
万
円
強
と
な
り
原
油
・
原
材
料
価

格
等
の
高
騰
に
直
面
す
る
事
業
者
支
援
を
推
進
し
て

参
り
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
か
ら
、
小
規
模
事
業
振
興
の
あ
り
方
検

討
委
員
会
の
答
申
も
ふ
ま
え
「
第
２
期
商
工
会
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
」
を
皆
様
の
ご
協
力
の
も
と
策
定
し
、
ス

タ
ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
商
工
連
役
員
の
補
欠
選
任
が
あ
り
、
松
尾
勲

氏
の
後
任
に
新
た
に
浜
島
弘
尚
氏
、
前
県
青
連
会
長
の

松
澤
朋
典
氏
の
任
期
満
了
に
伴
っ
て
、
県
青
連
会
長
と

な
っ
た
小
松
聡
志
氏
が
新
た
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
商
工
貯
蓄
共
済
、
会
員
福
祉
共
済
、
特

定
退
職
金
共
済
の
優
良
商
工
会
表
彰
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
連
連
絡
協
議
会
（
1
都
10
県
）
が
６
月

６
日
（
火
）
～
7
日
（
水
）
に
か
け
て
軽
井
沢
町
「
軽
井
沢
プ

リ
ン
ス
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
年
ぶ
り
の
リ
ア
ル
開
催
（
R
２
〜
４
年
度
コ
ロ
ナ
禍
で

W
e
b
開
催
）
で
長
野
県
連
が
開
催
幹
事
県
と
な
り
、
全
体
会

議
で
は
長
野
県
連
間
瀬
会
長
が
議
長
と
し
て
以
下
４
項
目
に
つ

い
て
協
議
し
ま
し
た
。

①
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て

②
組
織
に
つ
い
て

③
人
材
育
成
・
職
員
の
働
き
方
等
に
つ
い
て

④
災
害
対
応
（
B
C
P
）
に
つ
い
て

　

当
日
は
、
長
野
県
阿
部
知

事
、
関
東
経
済
産
業
局
太
田

局
長
、
全
国
連
森
会
長
を
は

じ
め
ご
来
賓
の
皆
様
を
お
迎

え
し
、
各
都
県
連
か
ら
取
り

組
み
状
況
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

長
野
県
連
の
取
り
組
み
と
し

て
、「
第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
で
の
広
域
経
営

支
援
体
制
、
広
域
専
門
経
営
支
援
員
の
設
置
、「
長
野
県
エ

ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
削
減
助
成
金
」
の
実
績
状
況
、
事
業
承
継

に
つ
い
て
令
和
５
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
県
、
市
町
村
、
商

工
会
の
合
同
チ
ー
ム
に
よ
る
承
継
状
況
調
査（
承
継
診
断
）」

等
の
説
明
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
日
目
は
視
察
研
修
に
合
わ
せ
㈱
ジ
オ
ヒ
ル
ズ　

醸
造
責
任
者　

富
岡
隼
人
氏
に
よ
る
「
地
域
に
根
差
し
た
ワ

イ
ン
づ
く
り
」
の
講
演
会
を
開
催
し
、
長
野
県
の
ワ
イ
ン
振

興
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

表彰商工会代表者

会議中の様子

挨拶を行う商工連
間瀬会長

森全国連会長太田関東経済産業局長阿部長野県知事

コ
ロ
ナ
後
の
商
工
業
者
へ
の
支
援
に
向
け
て

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
商
工
連
連
絡
協
議
会

商
工
連
通
常
総
会
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県
商
工
会
壮
青
年
部
は
４
月
13
日
（
木
）
に
長
野
市
「
ホ

テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
長
野
」
に
お
い
て
令
和
５
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
、
上
程
し
た
３
議
案
す
べ
て
が
承
認
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
商
工
連
経
営
支
援
課
青
木
課
長
か
ら
「
新
た

な
広
域
支
援
体
制
に
つ
い
て
」
説
明
が
あ
り
、
共
通
理
解
を

求
め
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
高
森
町
商
工
会
堀
政
則
会
長
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
小
規
模
事
業
者
伴
走
型
補
助
金
活
用

事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
後
の
事
業
活
動
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
、

受
講
者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

　

県
商
工
会
壮
青
年
部
は
商
工
会
地
域
を
超
え
た
連
携
に
よ

り
、
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
創
出
し
て
い
く
た
め
参
集

し
た
45
歳
～
55
歳
の
若
手
経
営
者
の
県
単
位
の
組
織
で
す
。

第
２
期
商
工
会
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
実
行
す
る
た
め
、
広
域

専
門
経
営
支
援
員
や
上
席
専
門
経
営
支
援
員
、
経
営
支
援
セ

ン
タ
ー
エ
リ
ア
と

連
携
し
た
伴
走
型

支
援
体
制
に
よ
る

事
業
を
進
め
、
壮

青
年
部
会
員
で
展

開
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
県

商
工
会
壮
青
年
部

組
織
運
営
に
つ
い

て
格
段
の
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。 令

和
５
年
度
県
商
工
会
壮
青
年
部

通
常
総
会
・
研
修
会
開
催

壮青年部

県壮青年部 重盛部長

　

県
女
性
連
は
５
月
16
日
（
火
）

長
野
市
「
ホ
テ
ル
国
際
21
」
に

お
い
て
、
令
和
５
年
度
通
常
総

会
及
び
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
を
開

催
し
、
79
名
の
出
席
が
あ
り
ま

し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ

た
４
議
案
が
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
令
和
４
年
度

部
員
増
強
運
動
の
実
績
優
良
表

彰
が
行
わ
れ
、
増
強
運
動
期
間

部
門
・
年
間
部
門
と
も
に
箕
輪

町
と
木
曽
町
の
２
女
性
部
が
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

併
せ
て
開
催
し
た
主
張
発
表

大
会
で
は
、
４
地
区
の
代
表
と
し
て
南
相
木
村
の
菊
池
初
恵

氏
、
飯
島
町
の
松
村
美
雪
氏
、
上
松
町
の
竹
俣
久
美
子
氏
、

坂
城
町
の
西
澤
豊
子
氏
が
主
張
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
に
は
上
松
町
の
竹
俣
久
美
子
氏

が
選
出
さ
れ
、
７
月
に
茨
城
県
で
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
へ
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
音
楽
教
室
主
催
の
高
久
史
子
氏
を
講
師
に
お

迎
え
し
、「
女
性
経
営
者
と
し
て
お
伝
え
し
た
い
こ
と
」
と

題
し
て
、
千
曲
市
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
る

際
の
橋
渡
し
役
に
な
っ
た
経
験
な

ど
に
つ
い
て
講
演
が
あ
り
、
受
講

者
は
熱
心
に
聴
講
し
て
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

女性部

講演を行う
高久史子氏

箕輪町商工会女性部 部員増強運動表彰上松町 竹俣久美子氏

　

県
青
連
は
５
月
11
日
（
木
）
長

野
市
「
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

長
野
」
に
お
い
て
、
令
和
５
年
度

通
常
総
会
及
び
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

を
開
催
し
、
78
名
の
出
席
が
あ
り

ま
し
た
。

　

通
常
総
会
で
は
、
提
出
さ
れ
た

４
議
案
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
満
了
に

伴
う
役
員
改
選
で
は
、
新
会
長
に

小
松
聡
志
氏
（
原
村
青
年
部
）
が

選
出
さ
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

　

議
事
終
了
後
に
、
新
役
員
を
代

表
し
て
小
松
新
会
長
か
ら
「
松
澤

会
長
を
は
じ
め
役
員
の
皆
様
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
歴
代
会

長
や
先
輩
た
ち
が
築
き
上
げ
た
も

の
を
引
き
継
ぎ
、
次
へ
繋
い
で
い

け
る
よ
う
に
２
年
間
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
り
ま
す
」
と
力

強
い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
で
は
、
ラ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
㈱
代
表
取
締
役
河
辺 

よ
し
ろ
う
氏
を
講
師
に
お
迎
え
し
、

「
小
さ
な
会
社
が
利
益
３
倍
！
10
倍
！　

逆
転
の
法
則
」
と

題
し
て
講
演
、
新
し
い
時
代
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
戦
略
を
た

て
て
経
営
計
画
を
見
直
す
こ
と
な

ど
に
つ
い
て
ご
講
演
が
あ
り
、
参

加
し
た
受
講
者
は
熱
心
に
聴
講
し

て
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
県
青
連
通
常
総
会
・

リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
催

青年部

講演を行う
河辺よしろう氏

松澤前会長から小松新会長へ
会長バッヂ引継ぎ

新役員挨拶

3 ●商工連ながの R5.8月号



商工連ながの R5.8月号● 4

長野県商工会連合会
上席専門経営支援員

（AI･IoT･DX戦略支援担当） 

横沢　充

DXワンポイントコラム（第５回）

物は試し、
　 物は使いよう

　話題の無料のAIチャットツールに本稿の「相談」をしてみました。即
時に山ほど返ってきました。その中の1文を紹介します。「DXは、小規
模事業者にとっても重要な課題です。しかし、デジタル初心者の場合、
どこから始めればいいかわからないと感じるかもしれません。まずは、
自社のビジネスプロセスを確認し、どの部分を改善したいのかを明確に
しましょう。たとえば、顧客管理システムの導入や、オンラインストア
の開設などが考えられます。また、クラウドサービスを活用することで、
コスト削減や生産性の向上が見込めます。ただし、情報セキュリティの
面でも十分に注意が必要です。DXは、小規模事業者にとってもチャン
スです。ぜひ、今後のビジネス戦略に取り入れてみてください。」悪影
響が強調されがちなAIチャットツールですが、有効活用できるシーンも
大いにあるように思います。一度試してみてはいかがでしょうか。

　商工会と商工連は、地域産業の永続的な発展を図るため、県
ならびに各市町村と新たに連携した事業承継支援施策を実施し
ます。
　本施策は、県の令和５年度重点支援方針に基づき、地域にお
ける事業承継に関する実態把握と支援強化に取り組むものです。
　事業内容は、県地域振興局及び市町村と商工会の職員が合
同チームを組んで事業所を訪問し、「承継状況調査」を実施する
ものです。調査結果は必要に応じ支援機関への個別サポートに
つなげつつ、支援施策の拡充や新たな施策を創設するための
データ資料として活用します。

　この新たな取り組みを通し、地域産業において喫緊の課題と
なっている小規模事業者等の後継者不在等の現状へ、行政と
商工会が一体となって積極的に対応していくことをめざします。
　県下各地域振興局につき１市町村で調査を実施します。本年
度の対象地区は立科町（佐久）、東御市（上田）、富士見町（諏
訪）、南箕輪村（上伊那）、阿智村（南信州）、南木曽町（木曽）、
筑北村（松本）、小谷村（北アルプス）、小布施町（長野）、野沢温
泉村（北信）の10市町村です（（　）は地域振興局名）。
　なお、同調査は次年度以降も継続し、最終的に全県下で実施
する計画です。

　令和４年４月から県下69商工会地区の宿泊事業者及び関連
する事業者を対象に募集を開始し、おかげさまで全県から15商
工会118件のお申込みをいただきました。15商工会の内訳は、真
田町29件、山ノ内町27件、白馬24件、小谷村９件、信濃町７件、
飯綱町４件、川上村、戸倉上山田、長和町、南牧村各３件、佐久
市望月２件、飯島町、信州新町、山形村、東御市各１件です。
　参加事業者様からご提供いただいた宿泊施設情報を基に、
商工連で作成した「宿泊施設情報」データ118件のうち、67件を
令和５年３月、51件を５月に販路開拓のため東京の銀座

NAGANOに在席する合宿推進員に提供し、大手代理店、合宿
専門代理店、専門のコーディネーターから大学等へ開示提供さ
れました。
　本事業は初めての試みでもあり令和４年度は試験実施となりま
したが、令和５年５月現在、成約件数１件として東京の大学陸上
競技部が信濃町へ合宿の日程調整をしています。
　本事業は、今後も引き続き、スポーツ合宿受入事業者を常時
募集していますので、最寄りの商工会へお問い合わせください。

商
工
会
を
元
気
に
　

―
商
工
会
議
員
懇
談
会
総
会
―

　

超
党
派
の
長
野
県

議
会
議
員
に
よ
る
商

工
会
支
援
組
織「
商
工

会
議
員
懇
談
会
」は
５

月
10
日
長
野
市
で
令

和
５
年
度
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
４
年

度
の
事
業
報
告
、
５

年
度
の
事
業
計
画
等

が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ

る
事
業
者
へ
の
経
営

改
善
支
援
等
の
取
組

み
に
つ
い
て
意
見
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

会　

長　

服
部　

宏
昭（
長
野
・
北
信
）

副
会
長　

宮
澤　

敏
文（
北
安
曇
）

幹
事
長　

小
池　

清　
（
南
信
州
）

幹
事　
　

丸
山　

栄
一（
長
野
・
北
信
）

幹
事　
　

依
田　

明
善（
佐
久
）

幹
事　
　

小
池　

久
長（
諏
訪
）

幹
事　
　

大
畑　

俊
隆（
木
曽
）

幹
事　
　

川
上　

信
彦（
南
信
州
）

幹
事　
　

清
水　

正
康（
上
伊
那
）

幹
事　
　

山
田　

英
喜（
上
小
）

　
　

令
和
５
年
度
６
月
30
日
改
選�

（
敬
称
略
） あいさつをする商工会議員懇談会服部会長

  

商
工
会
議
員
懇
談
会

  

所
属
県
議
会
議
員
名
簿（
担
当
支
部
）

商工連観光事業企画「スポーツ合宿誘致推進事業」経過報告

県・市町村と連携して事業承継支援施策を推進
～令和５年度に県下１０商工会で先行実施～
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こ
れ
ま
で
主
に
、
営
業
職
や
接
客
業
な
ど
、

人
と
接
す
る
お
仕
事
を
し
て
来
た
中
で
、
共
通

し
た
の
は
、
お
客
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
」
の

お
声
を
頂
け
た
時
の
嬉
し
さ
で
し
た
。
ど
ん
な

お
仕
事
で
も
必
ず
そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
人
と

携
わ
り
ま
す
。
私
は
そ
こ
に
関
わ
る
人
た
ち
が

笑
顔
に
な
る
事
を
何
よ
り
も
大
切
に
し
て
参
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
を
活
か
せ
る
場
を
作
ろ
う
と
思
い
つ
い

た
の
は
「
人
生
節
目
の
お
祝
い
事
」。
人
生
節

目
と
い
う
と
、
誕
生
日
、
七
五
三
、
卒
園
・
入

学
、
成
人
、
結
婚
…
た
く
さ
ん
の
行
事
が
あ
り

ま
す
。

　

ど
れ
も
「
笑
顔
と
幸
せ
」
に
繋
が
る
大
切
な

記
念
日
。

　

一
緒
に
お
祝
い
し
た
い
気
持
ち
で
２
０
１
０

年
6
月
、「
幸
せ
を
作
る
」
＝
「
メ
イ
ク
ハ
ピ

ネ
ス
」
を
起
業
。
そ
れ
か
ら
５
年
後
、
ご
縁
が

あ
っ
て
東
御
市
に
店
舗
を
構
え
ま
し
た
が
、
私

も
含
め
、
従
業
員
た
ち
も
千
曲
市
民
な
の
で
、

ま
ず
は
生
ま
れ
育
っ
た
こ

の
千
曲
市
か
ら
も
、【
た

く
さ
ん
の
笑
顔
】
と
【
幸

せ
】
を
発
信
が
で
き
た
ら

と
思
い
、
２
０
１
９
年
に

千
曲
市
杭
瀬
下
に
拠
点
と

な
る
店
舗
を
オ
ー
プ
ン
致

し
ま
し
た
。

　

最
初
の
お
仕
事
は
サ
プ

ラ
イ
ズ
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
お

手
伝
い
。
そ
れ
を
き
っ
か

け
に
結
婚
式
に
携
わ
る
事

が
多
く
な
り
、
た
く
さ
ん

新
郎
新
婦
様
の
お
手
伝
い

し
て
い
く
中
で
、
結
婚
式

へ
の
知
識
と
経
験
も
増
え
、

式
場
探
し
か
ら
当
日
ま
で

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
準
備
の

サ
ポ
ー
ト
を
す
る
「
ト
ー

タ
ル
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
」
が

誕
生
。

　

日
々
、
忙
し
い
新
郎
新

婦
様
の
状
況
に
合
わ
せ
て
予
定
を
組
ん
だ
り
宿

題
を
考
え
た
り
、
一
組
一
組
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
、
結
婚
式
の
当
日
ま
で
全
力
で
サ
ポ
ー
ト

さ
せ
て
頂
い
て
い
る
と
、
結
婚
式
当
日
の
新
郎

新
婦
様
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
家
族
様
や
ゲ
ス
ト
様

の
笑
顔
が
見
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
後
に
は

必
ず
「
あ
り
が
と
う
」
と
お
声
を
頂
け
ま
す
。

　

そ
う
！
ま
さ
に
私
が
求
め
て
い
た
「
た
く
さ

ん
の
人
の
笑
顔
」
と
「
あ
り
が
と
う
の
お
声
」

が
頂
け
る
場
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

忙
し
い
現
代
人
に
は
や
り
た
い
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
準
備
に
中
々
手
を
つ
け
ら
れ
ず
、

「
誰
か
に
手
伝
っ
て
ほ
し
い
」
と
思
う
方
た
ち

へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
私

や
ス
タ
ッ
フ
た
ち
も
お
客
様
の
笑
顔
を
見
る
度

に
、
や
り
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
お
仕
事
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
は
、
お
祝
い
事
に
必
須
の

「
ギ
フ
ト
」
や
「
写
真
」
に
も
興
味
を
持
ち
、

撮
影
ス
タ
ジ
オ
や
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ
プ
も
立
ち
上

げ
、
様
々
な
お
祝
い
事
に
ご
対
応
で
き
る
体
制

を
作
り
、
こ
れ
ま
で
の
新
郎
新
婦
様
に
お
子
様

が
誕
生
す
る
と
、
そ
の
出
産
内
祝
の
ギ
フ
ト
や
、

誕
生
日
、
七
五
三
撮
影
な
ど
、
ご
結
婚
式
か
ら

の
ご
縁
を
通
し
て
、
最
初
に
思
い
描
い
て
い
た

人
生
節
目
の
お
祝
い
事
す
べ
て
に
携
わ
れ
る
お

仕
事
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

　

そ
の
過
程
で
「
結
婚
の
お
相
手
も
探
し
て
ほ

し
い
」、「
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
ほ
し
い
」

な
ど
、
幾
度
と
な
く
相
談
さ
れ
る
様
に
な
り
、

毎
日
忙
し
く
て
お
相
手
を
探
す
時
間
や
出
会
え

る
き
っ
か
け
が
な
い
と
い
う
方
が
、
こ
ん
な
に

も
た
く
さ
ん
い
る
の
だ
と
知
り
、
何
か
で
き
る

事
が
な
い
か
と
、
温
め
て
き
た
の
が
「
婚
活
事

業
」。「
た
く
さ
ん
の
笑
顔
が
見
た
い
！
」
を
念

頭
に
、
婚
活
事
業
の
知
識
な
ど
の
勉
強
を
し
つ

つ
着
々
と
準
備
し
、
よ
う
や
く
２
０
２
３
年
５

月
よ
り
、婚
活
事
業
「
メ
イ
ハ
ピ
婚
」
を
ス
タ
ー

ト
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
お
客
様
の
笑
顔
」
は
も
ち
ろ
ん
、
婚
活
か

ら
ご
結
婚
、
ご
出
産
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
で
、

少
子
化
が
続
い
て
い
る
現
代
社
会
に
も
微
力
な

が
ら
も
貢
献
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

忙しい現代人に必要とされるサポートで、
たくさんの人の笑顔が見たい！

たくさん新郎新婦様を「トータルプロデュース」でお手伝い

イベント企画メイクハピネス　戸倉上山田商工会
〒387-0011 長野県千曲市杭瀬下1-1 メイクハピネス千曲店
TEL：026-285-0207　FAX：026-285-0227

〈ホームページ〉https://makehappiness.net

中小企業の新たな事業活動
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軽
井
沢
町
は
東
信
地
域
に
あ
り
、
町
の
西

は
御
代
田
町
、
南
は
佐
久
市
、
群
馬
県
下
仁

田
町
、
東
は
群
馬
県
高
崎
市
、
安
中
市
、
北

は
群
馬
県
嬬
恋
村
、
及
び
長
野
原
町
に
接
し

て
お
り
、
軽
井
沢
町
の
面
積
は
１
５
６
・
０
３

㎢
で
、
標
高
は
９
０
０
ｍ
～
１
，
０
０
０
ｍ

地
点
の
高
原
地
域
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

夏
は
冷
涼
な
こ
と
か
ら
避
暑
地
と
し
て
親

し
ま
れ
著
名
人
が
別
荘
を
所
有
し
て
お
り
、

避
暑
地
な
ら
で
は
の
別
荘
文
化
が
根
付
い
た

地
域
で
す
。
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
が
多
く
、

国
内
外
問
わ
ず
数
多
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い

ま
す
。

商
工
会
の
活
動

　

軽
井
沢
町
商
工
会
は
支
部
制
を
と
っ
て
お

り
、
軽
井
沢
支
部
、
新
軽
井
沢
支
部
、
中
軽

井
沢
支
部
、
西
軽
井
沢
支
部
の
４
支
部
が
あ

り
ま
す
。
商
工
会
で
は
、
そ
の
４
支
部
と
青

年
部
、
女
性
部
か
ら
の
選
出
で
構
成
さ
れ
た

３
つ
の
委
員
会
を
運
営
、活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
地
域
資
源
活
用
運
営
委
員
会
　

　

�　

地
域
資
源
活
用
運
営
委
員
会
は
、
町
内

の
地
域
資
源
を
「
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
」
と

し
て
認
定
し
、
全
国
規
模
の
マ
ー
ケ
ッ
ト

を
視
野
に
入
れ
た
新
事
業
展
開
を
支
援
す

る
こ
と
に
よ
り
、
各
会
員
の
発
展
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
26
年
度
か
ら
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

�　
「
軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
」
の
認
定
は
、
審
査

会
で
の
厳
正
な
審
査
を
へ
て
認
定
さ
れ
ま

す
。
今
回
、
令
和
５
年
１
月
に
審
査
会
を

開
催
、
１
品
目
が
認
定
さ
れ
、
現
在
19
品

目
の
登
録
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

�　

軽
井
沢
ブ
ラ
ン
ド
に
認
定
さ
れ
た
商
品

は
、
広
告
掲
載
や
町
内
外
で
の
イ
ベ
ン
ト

へ
の
出
品
な
ど
、
販
路
開
拓
に
関
す
る
支

援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●
商
婚
委
員
会

　

�　

商
婚
委
員
会
は
、
独
身
男
女
の
出
会
い

の
場
を
創
出
し
、
会
員
企
業
の
継
続
的
な

経
営
の
継
承
と
安
定
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
平
成
27
年
度
か
ら
活
動
し
て

い
ま
す
。

　

�　

令
和
４
年
度
は
軽
井
沢
ら
し
い
ス
ポ
ー

ツ
で
あ
る
カ
ー
リ

ン
グ
を
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
据
え
た

商
婚
パ
ー
テ
ィ
ー

を
２
月
５
日
に
軽

井
沢
ア
イ
ス
パ
ー

ク
で
開
催
し
、
２

組
の
マ
ッ
チ
ン
グ

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

�　

ま
た
、
過
去

マ
ッ
チ
ン
グ
さ
れ

た
方
で
ご
成
婚
の

報
告
が
あ
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
で
す
が

成
果
が
出
て
い
ま

す
。

●
産
業
振
興
研
究
会

　

�　

産
業
振
興
研
究

会
は
、
会
員
企
業

の
発
展
を
図
る
た

め
、
経
営
に
関
す
る
情
報
交
換
等
を
行
い
、

情
報
化
・
合
理
化
に
努
め
、
今
後
の
経
済

情
勢
の
変
化
等
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く

り
と
地
域
の
産
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
29
年
度
よ
り
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

�　

現
在
は
各
支
部
が
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト

に
対
し
て
、
他
の
支
部
が
参
加
や
協
力
等

が
で
き
る
方
法
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

ま
す
。
令
和
５
年
度
は
西
軽
井
沢
支
部
が

７
月
30
日
～
８
月
20
日
の
各
日
曜
日
に
実

施
す
る
「
し
な
の
追
分
日
曜
朝
市
」
の
イ

ベ
ン
ト
に
向
け
て
、
他
支
部
か
ら
の
参
加
、

協
力
で
き
る
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
３
つ
の
委
員
会
活
動
で
会
員
企
業
の
発
展
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
の
活
性
化
を
推
進
中

軽井沢町商工会館

商
工
会
は
い
ま
─
Vol.131

東信
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経   事業変革に活かす
　　　 補助金の使い方

｜経｜営｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

KFC診断士事務所
中小企業診断士　
片桐  文夫  氏

　

コ
ロ
ナ
禍
の
拡
大
に
伴
い
補
助
金
や
助
成
金

の
創
設
や
拡
充
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
補
助
金

を
単
に
資
金
調
達
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
事
業
の
見
直
し
に
も

活
用
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
と
助
成
金
の
違
い（
図
表
１
参
照
）

　

補
助
金
と
助
成
金
の
主
な
違
い
を
図
表
１
に

示
し
ま
し
た
が
最
も
大
き
な
相
違
点
は
審
査
・

採
択
に
つ
い
て
で
す
。
助
成
金
は
形
式
要
件
を

充
足
し
て
い
れ
ば
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
補
助
金

は
事
業
計
画
を
審
査
評
価
さ
れ
採
否
が
決
ま
り

ま
す
。
採
否
を
分
け
る
の
は
事
業
計
画
の
内
容

に
因
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
国
の
補
助
金
（
図
表
２
参
照
）

　

補
助
金
に
は
国
の
ほ
か
地
方
自
治
体
な
ど
で

独
自
に
施
行
す
る
も
の
な
ど
数
多
く
あ
り
ま
す
。

事
業
に
必
要
と
な
る
資
金
の
一
部
を
資
金
調
達

で
き
る
機
能
と
し
て
補
助
金
は
有
効
で
す
。
中

で
も
国
の
補
助
金
は
支
給
金
額
が
大
き
い
も
の

が
あ
り
、
事
業
資
金
が
不
足
し
が
ち
な
中
小
・

小
規
模
事
業
者
に
と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
施
策

で
あ
り
、
活
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。

補
助
金
の
採
否
を
分
け
る
事
業
計
画

　

補
助
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
ま
ず
公
募
要

領
に
基
づ
い
て
各
種
書
類
を
提
出
し
ま
す
。
中

で
も
重
要
と
な
る
の
が
事
業
計
画
書
で
す
。
事

業
再
構
築
補
助
金
や
も
の
づ
く
り
補
助
金
は
特

に
そ
の
精
度
が
審
査
さ
れ
ま
す
。
一
番
の
ポ
イ

ン
ト
は
会
社
の
経
営
目
標
と
そ
の
達
成
過
程
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
か
で
す
。
要
は
補
助
金
で

設
備
等
を
購
入
す
る
こ
と
は
、
目
的
で
な
く
経

営
目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
事
業

計
画
を
策
定
す
る
こ
と
で
す
。

補
助
金
応
募
は
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
ペ

　

前
述
の
よ
う
に
補
助
金
に
は
、
①
資
金
の
調

達
と
、
②
事
業
見
直
し
変
革
の
二
つ
の
効
用
が

あ
り
ま
す
。
事
業
計
画
を
策
定
し
補
助
金
公
募

に
応
募
す
る
こ
と
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
コ

ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
で
審
査
を
受
け
る
こ
と
で
す
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
、
人
手
不
足
や
賃

金
引
上
げ
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
な
ど
対
応

す
べ
き
課
題
が
目
白
押
し
で
す
。
こ
れ
ら
に
対

応
す
る
た
め
に
補
助
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
設
備
を
導
入
す
る

と
と
も
に
事
業
の
変
革
を
図
る
た
め
に
も
補
助

金
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

補
助
金
・
助
成
金
の
情
報
（
図
表
３
参
照
）

　

補
助
金
・
助
成
金
の
情
報
収
集
は
図
表
３
の

サ
イ
ト
を
お
勧
め
し
ま
す
。
活
用
目
的
や
地
域

に
絞
り
込
ん
で
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。

補助金と助成金対比表 （図表１）
補助金 助成金

主管 経済産業省、自治体 厚生労働省、自治体

資金使途 新規事業や研究開発な
ど、ビジネスを支援

労働環境整備・改善を
支援

申込み方法 公募に応募 書類申請

審査採否
事業計画を評価審査 所定書類の形式審査

審査点数高い順に採択 該当していれば支給

予算枠 枠内で複数回公募 枠に達したら打切

補助金・助成金の情報検索 （図表３）
サイト名 URL

ミラサポplus https://mirasapo-plus.go.jp/

J-Net21 https://j-net21.smrj.go.jp/snavi/index.html

国（経済産業省）の主な補助金 （図表２）
事業の目的（要約） 補助額/補助率

事業再構
築補助金

大胆な事業再構築
の取組を支援し、
日本経済の構造転
換を促す

100万円～1.5億円
1/2～3/4

ものづく
り補助金

直面する制度変更
等に対応し、生産
性を向上させる設
備 投資等を支援

100～4,000万円
1/2又は2/3

小規模事
業者持続
化補助金

販路開拓等の取組
を支援し、生産性
の向上と持続的発
展を図る

50～200万円
2/3又は3/4

IT導入補
助金

経営課題や需要に
合ったITツールを
導入し、経営力の
向上・強化を図る

5～450万円
1/2～3/4



商工連ながの R5.8月号● 8

 超高齢者社会における
           相　続　問　題

｜法｜律｜ワ｜ン｜ポ｜イ｜ン｜ト｜ア｜ド｜バ｜イ｜ス｜
ONE POINT ADVICE

法弁護士
宮澤  建治  氏

　

我
が
国
の
総
人
口
は
約
１
億
２
，
７
０
０
万
人
で

あ
り
、
そ
の
内
65
歳
以
上
の
人
口
は
約
３
，

６
０
０
万
人
（
約
28
％
）
に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
国
民

の
平
均
寿
命
は
男
性
約
81
歳
、
女
性
約
87
歳
と
推
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

中
小
企
業
の
経
営
者
及
び
従
業
員
の
方
々
も
ご
自

身
の
財
産
に
つ
い
て
、
相
続
が
開
始
さ
れ
た
場
合
に

備
え
、
遺
言
書
を
作
成
さ
れ
た
り
、
相
続
開
始
後
の

手
続
に
つ
い
て
関
心
を
お
持
ち
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
６
日
改
正
、
令
和
元
年
７
月
１
日

施
行
に
か
か
る
民
法
相
続
編
一
部
改
正
に
つ
き
ま
し

て
は
、
そ
の
改
正
内
容
の
概
要
は
、
２
０
１
９
年
８

月
Ｖ
Ｏ
Ｌ
３
７
７
号
で
ご
紹
介
致
し
ま
し
た
が
、
今

回
は
遺
産
分
割
協
議
の
際
問
題
と
な
る
こ
と
が
多
い

特
別
受
益
及
び
遺
留
分
に
つ
い
て
概
説
し
、
ご
参
考

に
供
す
る
こ
と
と
致
し
ま
す
。

Ⅰ　
特
別
受
益
（
民
法
第
９
０
３
条
第
１
項
）

１�　

現
行
民
法
の
相
続
に
つ
い
て
の
基
本
的
考
え
方

は
、
家
督
相
続
制
度
の
廃
止
に
よ
る
相
続
人
均
分

相
続
制
度
の
採
用
に
基
づ
く
共
同
相
続
人
間
の
公

平
を
図
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
共
同
相

続
人
の
中
に
、
被
相
続
人
か
ら
遺
贈
（
遺
言
に
よ

る
贈
与
）
を
受
け
た
り
、
生
前
に
贈
与
を
受
け
た

者
が
い
る
場
合
に
は
、
共
同
相
続
人
間
の
公
平
を

図
る
た
め
、
相
続
分
の
前
渡
し
と
み
ら
れ
る
贈
与

（
婚
姻
又
は
養
子
縁
組
の
た
め
の
高
額
の
贈
与
、

生
計
の
資
本
と
し
て
の
高
額
の
贈
与
等
）
を
み
な

し
相
続
財
産
と
し
て
相
続
開
始
時
に
現
存
す
る
相

続
財
産
に
持
戻
し
て
加
算
（
持
戻
し
計
算
）
し
、

こ
れ
を
法
定
相
続
分
に
よ
り
各
相
続
人
に
分
配
し
、

生
前
贈
与
や
遺
贈
を
受
け
た
相
続
人
に
は
そ
の
額

だ
け
減
額
し
た
も
の
を
も
っ
て
そ
の
者
の
相
続
分

と
定
め
る
も
の
で
す（
民
法
第
９
０
３
条
第
１
項
）。

　

�　

遺
贈
は
、
相
続
開
始
時
に
現
存
す
る
相
続
財
産

の
中
か
ら
支
弁
さ
れ
ま
す
の
で
、
持
戻
し
の
対
象

と
は
な
り
ま
す
が
相
続
財
産
の
額
に
は
加
算
さ
れ

ま
せ
ん
。

２�　

従
っ
て
、
特
別
受
益
に
該
当
す
る
贈
与
を
相
続

人
予
定
者
に
対
し
て
行
う
場
合
に
は
、
全
員
に
対

し
公
平
に
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
な
お
、
婚
姻

期
間
が
20
年
以
上
の
夫
婦
の
一
方
で
あ
る
被
相
続

人
が
、
他
の
一
方
に
対
し
、
そ
の
居
住
用
の
建
物

又
は
そ
の
敷
地
に
つ
い
て
遺
贈
又
は
贈
与
を
し
た

と
き
は
、
当
該
被
相
続
人
は
、
そ
の
遺
贈
又
は
贈

与
に
つ
い
て
持
戻
し
免
除
の
意
思
を
表
示
し
た
も

の
と
推
定
す
る
と
の
規
定
が
新
設
さ
れ
て
い
ま
す

（
同
条
第
４
項
）。

Ⅱ　
遺
留
分
（
民
法
第
１
０
４
２
条
以
下
）

１�　

本
来
、被
相
続
人
は
自
分
の
財
産
は
自
由
に
処
分

で
き
る
筈
で
あ
り
、被
相
続
人
が
遺
産
を
一
人
又
は

数
人
だ
け
に
相
続
さ
せ
る
旨
の
遺
言
を
す
る
こ
と

も
自
由
で
あ
る
筈
で
す
が
、現
行
相
続
制
度
は
遺
族

の
生
活
保
障
及
び
遺
産
形
成
に
貢
献
し
た
遺
族
の

潜
在
的
持
分
の
清
算
等
の
機
能
も
果
た
す
べ
く
、相

続
財
産
の一
定
割
合
を
一
定
の
法
定
相
続
人
に
保
障

す
る
た
め
遺
留
分
制
度
を
設
け
、兄
弟
姉
妹
以
外
の

相
続
人
は
、直
系
尊
属
の
み
が
相
続
人
で
あ
る
場
合

は
３
分
の
１
、そ
の
他
の
場
合
は
２
分
の
１
の
財
産
価

額
に
法
定
相
続
分
割
合
を
乗
じ
た
額
を
遺
留
分
と

し
て
い
ま
す（
民
法
第
１
０
４
２
条
）。

２�　

平
成
30
年
７
月
６
日
改
正
前
は
、
遺
留
分
を
侵

害
す
る
遺
贈
又
は
贈
与
を
減
殺
し
て
そ
の
効
力
を

失
わ
せ
（
遺
留
分
減
殺
請
求
権
の
行
使
）、
減
殺

の
対
象
と
な
っ
た
財
産
に
対
す
る
権
利
は
当
然
に

遺
留
分
権
利
者
に
復
帰
す
る
（
形
成
権
）
と
解
さ

れ
、
遺
留
分
権
利
者
は
遺
留
分
に
相
当
す
る
持
分

の
返
還
を
求
め
る
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

事
業
用
の
不
動
産
に
つ
い
て
は
、
遺
留
分
減
殺
請

求
に
よ
り
共
有
関
係
と
な
る
た
め
に
事
業
の
継
続

が
困
難
と
な
る
な
ど
の
問
題
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
遺
留
分
の
侵
害
に
つ
い
て

は
、
遺
留
分
侵
害
額
請
求
に
よ
る
金
銭
債
権
の
み

を
認
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
（
同
法
第

１
０
４
６
条
第
１
項
）。

３�　

遺
留
分
と
前
記
特
別
受
益
と
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
遺
留
分
を
超
え
る
特
別
受
益
た
る
贈
与
が
な

さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
の
特
別
受
益
は
前
記
Ⅰ
１

の
持
戻
し
計
算
の
対
象
と
は
な
り
ま
す
が
、
受
贈

者
は
、
当
該
相
続
財
産
に
つ
い
て
相
続
分
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
な
い
だ
け
で
、
遺
留
分
を
超
え
る

特
別
受
益
を
現
実
に
持
戻
す
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん

（
同
法
第
９
０
３
条
第
２
項
）。
た
だ
し
、
別
途
前

項
に
よ
る
遺
留
分
侵
害
額
請
求
を
受
け
る
こ
と
を

覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

４�　

従
っ
て
、
遺
言
書
を
作
成
す
る
場
合
に
は
、
相

続
人
に
対
す
る
遺
産
の
分
配
に
つ
き
遺
留
分
を
侵

害
し
な
い
よ
う
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。



9 ●商工連ながの R5.8月号

　

有
限
会
社
橋
本
技
研
代
表
取
締
役 

橋
本

直
人
と
申
し
ま
す
。

　

橋
本
技
研
は
、
亡
き
父
が
昭
和
54
年
に
埼

玉
県
川
越
市
で
起
業
し
た
製
造
業
の
会
社
で

す
。

　

当
初
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
の
部
品
製
造
業
で

し
た
が
、
後
に
コ
カ
・
コ
ー
ラ
や
ダ
イ
ド
ー

な
ど
の
自
動
販
売
機
に
お
け
る
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
用
見
本
缶
を
製
造
す
る
機
械
を
自
社
開

発
し
、
一
時
は
全
国
シ
ェ
ア
№
１
ま
で
に
成

長
さ
せ
ま
し
た
が
、
父
の
口
癖
で
あ
っ
た

「
ブ
ー
ム
は
10
年
次
の
事
を
考
え
ろ
」の
と
お

り
、
競
合
他
社
等
の
増
加
に
よ
り
受
注
量
も

段
々
と
減
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

私
は
、
元
々
歯
科
技
工
士
を
や
っ
て
い
ま

し
た
が
、
の
ち
に
家
業
の
橋
本
技
研
を
事
業

継
承
し
た
も
の
の
「
技
術
も
年
々
進
化
し
て

い
て
、
こ
の
仕
事
も
自
分
の
代
限
り
」
と
父

か
ら
言
わ
れ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
人
生
の

方
向
転
換
を
図
る
決
意
を
決
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
25
年
前
に
、
長
和
町
姫
木
平
に
移

り
住
み「
ペ
ン
シ
ョ
ン
あ
ー
る
い
ん
」の
オ
ー

ナ
ー
と
し
て
宿
泊
業
を
開
業
い
た
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
し
て
５
～
６
年
は
売
り
上
げ
も
右

肩
上
が
り
で
推
移
し
て
い
き
ま
し
た
が
、
個

人
の
集
客
に
や
や
陰
り
が
出
て
き
た
頃
、
新

た
に
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
購
入
と
中
型
免
許
を

取
得
し
、
学
生
相
手
に
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
、
ゼ

ミ
合
宿
の
誘
致
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

宿
泊
業
の
み
の
将
来
に
不
安
を
感
じ
始
め
て

い
た
こ
ろ
に
1
枚
の
チ
ラ
シ
「
カ
イ
ロ
プ
ラ

ク
タ
ー
に
な
り
ま
せ
ん
か
？
」
が
目
に
留

ま
っ
た
の
で
す
。「
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ

ク
？
」
も
し
か
し
た
ら
そ
れ
が
宿
泊
者
へ
の

サ
ー
ビ
ス
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
の
か
と

の
軽
い
気
持
ち
か
ら
、
説
明
会
に
出
席
、
1

週
間
後
の
技
術
取
得
の
た
め
の
研
修
会
に
参

加
、
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の

1
か
月
合
宿
に
参
加
と
あ
っ
と
い
う
間
の
技

術
取
得
期
間
が
過
ぎ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
か

ら
は
、
お
客
様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
施
術
を
し
な

が
ら
気
が
付
い
た
ら
ペ
ン
シ
ョ
ン
を
開
業
し

て
10
年
の
歳
月
が
経
っ
て
い
ま
し
た
。

　

当
時「
失
わ
れ
た
20
年
」と
言
わ
れ
、
個
人

所
得
と
消
費

の
低
迷
が
続

い
て
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
売

上
も
伸
び
悩

ん
で
い
た
の

で
、
せ
っ
か

く
取
得
し
た

技
術
を
生
か

そ
う
と
、
旧

武
石
村
で
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
施
術
院

を
開
業
し
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
と
の
二
足
の
わ
ら

じ
で
売
上
拡
大
を
目
指
し
ま
し
た
。
場
所
的

に
中
途
半
端
で
あ
っ
た
せ
い
か
、
鳴
か
ず
飛

ば
ず
で
あ
っ
た
た
め
に
、
最
終
的
に
は
佐
久

平
駅
前
の
佐
久
イ
オ
ン
近
隣
に
施
術
院
を
転

院
し
て
再
起
を
図
る
も
、
立
地
こ
そ
良
か
っ

た
も
の
の
思
う
よ
う
な
集
客
に
繋
が
ら
な
い

状
況
に
、
更
な
る
転
換
を
模
索
す
る
な
か
、

新
し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
は
白
樺
湖
畔
に
あ
る
池
の
平
ホ
テ
ル

に
お
い
て
、
偶
然
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
に

出
会
い
、
週
末
ア
ル
バ
イ
ト
に
て
施
術
体
験

や
上
田
市
の
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
サ
ロ
ン
に

通
う
こ
と
に
よ
り
、
業
務
の
イ
ロ
ハ
を
覚
え

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
初
は
、
カ
イ

ロ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
と
同
じ
様
な
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
で
は
先
生
と
患
者
の
関
係
で
す
が
、

リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
業
は
お
客
様
と
セ
ラ
ピ

ス
ト
と
の
相
対
関
係
に
な
り
、
似
て
異
な
る

仕
事
内
容
で
あ
る
事
を
再
認
識
い
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
一
念
発
起
、
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
施
術
院
を
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
ス

ペ
ー
ス「
ボ
デ
ィ
ケ
ア　

ほ
ぐ
し
ラ
ボ
」と
し

て
再
出
発
を
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
４
人
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
近
隣
で
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
し
た
り
駅
前
で
チ
ラ
シ
配
り
を
行
っ

た
り
と
、
試
行
錯
誤
の
末
に
や
っ
と
軌
道
に

乗
っ
た
頃
、
上
田
市
に
２
号
店
・
３
号
店
を

そ
し
て
小
諸
市
、
長
野
市
篠
ノ
井
、
埼
玉
県

に
新
店
舗
を
次
々
と
オ
ー
プ
ン
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
こ
３
年
間
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
、

毎
年
実
施
し
て
い
た
タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
へ

の
タ
イ
式
マ
ッ
サ
ー
ジ
研
修
に
連
れ
て
行
け

ま
せ
ん
が
、
今
で
は
ス
タ
ッ
フ
50
人
を
数
え

13
年
目
を
迎
え
ま
す
。
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

業
界
で
は
、
慢
性
的
な
セ
ラ
ピ
ス
ト
不
足
が

続
い
て
お
り
ま
す
が
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代

に
向
け
、
更
な
る
新
し
い
挑
戦
の
機
会
を
伺

い
な
が
ら
多
忙
な
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
こ
の
間
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
ほ
ぼ
妻

に
任
せ
き
り
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
家
族
へ

の
感
謝
は
尽
き
ま
せ
ん
。

注目 Vol.135

この　に人
代表取締役  橋本 直人さん

長和町商工会タイ・チェンマイ　イーペン祭りにて
橋本直人さん

有限会社橋本技研有限会社橋本技研

「この人に注目」をシリーズで毎号掲載しています。商工会地域内で頑張っておられる方をご紹介ください。

ペンションあーるいん

ボディケアほぐしラボ上田店
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協会けんぽの加入者・事業主の皆様へ

令和 5 年４月
スタート

令和 5 年４月
スタート

さらに充実、一歩先へ！
協会けんぽの「健康づくり」事業

生活習慣病予防健診等の自己負担の軽減
一般健診

３５～７４歳の被保険者
（ご本人）

付加健診

最高
7,169円

最高

5,282円

最高
4,802円

最高

2,689円

協会けんぽの生活習慣病予防健診は、

※子宮頸がん、乳がん検診は、別途自己負担が必要です。

※�メタボリックシンドロームとは、お腹まわりに内蔵脂肪がたまることで悪玉のホルモンが分泌され、高血圧・高血糖・脂質異常等が起こり
生活習慣病になりやすくなっている状態のことです。

子宮頸がん検診、乳がん検診、肝炎ウイルス検査の自己負担も同様に軽減します。

※�付加健診とは、節目の年齢において、肝臓、胆のう、腎臓といった腹部の臓器の様子を調べるための腹部超音波検査や、高血圧・動脈硬化
などを見つける手がかりとなる眼底検査といった、より詳細な健診です。

血圧測定

胸部レントゲン検査

便潜血反応検査

胃部レントゲン検査

血液検査 心電図検査尿検査
メタボリックシンドロームとともに

５大がん　　　　　　 までカバー！
肺 胃 大腸

子宮 乳房

なお、令和 6 年４月より、付加健診の対象年
齢について、現行の 40 歳、50 歳に加え 45 歳、
55歳、60歳、６５歳、70歳も対象になります。

生活習慣病予防健診について詳しくはこちら▶▶▶
お問い合わせは、協会けんぽ長野支部保健グループ

【026-238-1253】まで

経
営
支
援
事
例
発
表
大
会
を
開
催

　

６
月
９
日（
金
）に
長

野
市
「
長
野
県
自
治
会

館
」
に
お
い
て
、
商
工

会
・
商
工
会
連
合
会
職

員
で
構
成
さ
れ
る
長
野

県
商
工
会
職
員
協
議
会

と
長
野
県
商
工
会
連
合

会
の
共
催
で
経
営
支
援

事
例
発
表
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
職
員
の

持
つ
経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
・

経
験
の
共
有
化
及
び
蓄

積
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

向
上
、
商
工
会
に
よ
る

事
業
者
支
援
実
績
の
ア
ピ
ー
ル
の
観
点
か
ら
、

経
営
支
援
活
動
に
お
け
る
優
れ
た
事
例
の
発

表
の
場
を
設
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
南
中
北
信
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
代
表
者
４

名
が
、
個
別
企
業
支
援
に
つ
い
て
の
発
表
を

行
い
、
支
援
者
と
し
て
の
熱
い
想
い
を
伝
え

ま
し
た
。

　

５
名
の
審
査
委
員
に
よ
る
厳
正
な
審
査
の

結
果
、「
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
で

の
共
同
支
援
事
例
」
と
題
し
て
、
創
業
間
も

な
い
飲
食
店
に
対
し
て
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー

北
ア
ル
プ
ス
グ
ル
ー
プ
共
同
で
行
っ
た
経
営

改
善
支
援
の
発
表
を
行
っ
た
松
川
村
商
工
会

の
松
本
龍
太
主
任
経
営
支
援
員
が
最
優
秀
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。
松
本
主
任
経
営
支
援
員

は
、「
自
分
１
人
で
獲
得
で
き
た
賞
で
は
な

く
、
経
営
支
援
セ
ン
タ
ー
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
獲
得
で
き
た
賞
で
あ

る
」
と
受
賞
後
に
喜
び
と
感
謝
を
語
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
大
会
の
結
果
を
踏
ま
え
、
群

馬
県
で
10
月
に
開
催
さ
れ
る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

経
営
支
援
事
例
発
表

大
会
へ
の
松
本
主
任

経
営
支
援
員
の
出
場

が
決
定
し
ま
し
た
。

　古屋　源吾氏（小川村商工
会長、長野県商工会連合会理
事）が長年の功績を讃えられ 
旭日単光章を受章されました。

　堀　政則氏（高森町商工会
長、長野県商工会連合会理
事）が長年の功績を讃えられ
黄綬褒章を受章されました。

表彰の様子

最優秀賞
松本龍太氏

令和５年令和５年
春の叙勲･褒章春の叙勲･褒章
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生
坂
村
は
、
長
野
県
の
ほ
ぼ
中
心
に
あ
る

東
筑
摩
郡
の
北
西
に
あ
り
、
村
の
中
心
部
を

犀
川
が
蛇
行
し
な
が
ら
北
へ
と
流
れ
て
い
ま

す
。
標
高
は
お
よ
そ
５
０
０
ⅿ
か
ら
１
０
０
０

ⅿ
と
、
犀
川
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
河
岸
段
丘

に
よ
り
高
低
差
が
あ
る
地
形
と
な
っ
て
い
ま

す
。
村
内
の
八は

ち
ま
ん
ば
ら
い
せ
き

幡
原
遺
跡
か
ら
は
縄
文
時
代

の
石
斧
や
鏃
、
土
器
が
出
土
し
て
お
り
、
約

七
千
年
前
に
は
既
に
こ
の
地

で
人
々
の
生
活
が
行
わ
れ
て

た
こ
と
が
窺
わ
れ
ま
す
。

　

平
安
時
代
・
延
長
五
年

（
９
２
７
年
）
に
編
纂
さ
れ
た

「
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
」
に
は
、
６
６
７
年

（
古
代
・
飛
鳥
時
代
）
に
日ひ

き置

神
社
が
こ
の
地
に
創
建
さ
れ

た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌

倉
時
代
初
期
に
小お

だ

つ

の

立
野
地
区

の
観
音
堂
に
植
え
ら
れ
た
銀

杏
の
木
は
、
樹
齢
八
百
年
を

超
え
た
今
日
も
、
長
野
県
天

然
記
念
物
「
乳
房
イ
チ
ョ
ウ
」

と
し
て
、
秋
に
は
綺
麗
な
黄

葉
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

弘
長
元
年
（
鎌
倉
時
代
）
に

は
真
言
宗
照し

ょ
う
み
ょ
う明
寺じ

が
開
山
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
照
明
寺
第

25
代
住
職
が
慶
長
年
間
（
安

土
桃
山
・
江
戸
初
期
に
、
長

崎
よ
り
煙
草
の
種
を
持
ち
帰
り「
生
坂
煙
草
」

の
栽
培
が
始
ま
り
ま
し
た
。「
生
坂
煙
草
」の

耕
作
は
松
本
、
水
内
、
更
級
に
広
が
り
、
江

戸
中
期
に
は
松
本
藩
の
運
出
品
の
第
１
位
と

な
り
ま
し
た
。
江
戸
後
期
に
な
る
と
犀
川
を

利
用
し
た
通
船
が
始
ま
り
、
煙
草
商
人
や
巡

礼
者
で
江
戸
や
京
・
大
阪
の
文
化
が
伝
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

　

そ
の
後
、
明
治
時
代
中
期
に
葉
煙
草
専
売

制
が
実
施
さ
れ
る
と
煙
草
栽
培
か
ら
養
蚕
へ

と
転
換
さ
れ
、
大
正
時
代
に
は
養
蚕
が
盛
ん

に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
面
積
の
７
割
が

森
林
で
あ
り
、
昭
和
初
期
に
は
木
炭
製
造
者

が
50
件
余
り
と
東
筑
摩
郡
内
最
多
と
な
り
ま

し
た
。

　

村
内
北
西
部
に
あ
る
高
津
屋
森
林
公
園
は
、

山
の
頂
上
付
近
に
あ
り
、
雄
大
な
北
ア
ル
プ

ス
を
望
め
る
施
設
で
す
。
４
月
か
ら
11
月
ま

で
コ
テ
ー
ジ
や
キ
ャ
ン
プ
場
が
オ
ー
プ
ン
し
、

静
か
な
山
で
の
ひ
と
と
き
を
満
喫
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
に
は
、
養
蚕
か
ら
転
換

し
た
葡
萄
の
収
穫
で
賑
わ
い
ま
す
。
巨
峰
、

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
だ
け
で
な
く
、
各
生

産
者
が
こ
だ
わ
り
の
品
種
を
育
て
て
お
り
、

「
道
の
駅
い
く
さ
か
の
郷
」直
売
所
で
は
、
期

間
中
50
種
を
超
え
る
葡
萄
が
順
次
販
売
さ
れ

ま
す
。
是
非
お
越
し
い
た
だ
き
、
採
れ
た
て

の
葡
萄
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　古
か
ら
の
文
化
と
産
業

〜
生
坂
村
〜

Vol.45
生坂村商工会

高津屋森林公園管理センター

乳房イチョウ

信濃10名勝「山清路」
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　問題点や改善点が見つかった場合、解決方法についてもサポートいたします

保険相談の流れ

  街の保険ショップや相談窓口は敷居が高い！
  でも、今加入している保険のことがよくわからない！
  そんな会員の皆さまの声にお応えした「オンライン保険相談」を、
  随時受け付けています。
  ご自身、ご家族のため、また大切な従業員のために、保険相談を
  受けてみませんか？

商工会の

好評受付中 !好評受付中 !オンラインオンライン保険相談保険相談

③�ご加入の保険証券
または内容のわか
るものを商工会職
員にお渡しくださ
い。

⑤�商工会に来会頂き、パソコン
上で資料を見ていただきなが
ら内容の説明やアドバイスを
させていただきます。質問等
もお受けします。

①�商工会職員に保険
相談ご希望の日時
等をご相談くださ
い。

②�日程が決まり
ましたら商工
会より連絡い
たします。

④�ご加入の保障内容を分
析し、内容の一覧表や
保障グラフを作成しま
す。（少しお時間をいた
だきます）

この制度は

三つの特色を組み合わせた商工会員のための共済制度です。

商工貯蓄共済商工貯蓄共済
資金の
貯 蓄融資の

あっせん
生命事故
の保障

ひとつの掛金で
三つの備え

更新契約できます！

　　　 そのメリットは…

１　現在の保
障内容が継続

可能！

２　告知や診
査等は不要！

３　病気や入
院中の方でも

更新可能！

○�更新とは、既加入の契約が満期になった時、

健康状態に関係なく原則としてそれまでの保

険金額の範囲内で保障を継続できる制度です。

Ⅰ 加入できる人（加入者＝積立をする人）
　　商工会の会員・家族・従業員
Ⅱ 生命保障の対象となる人（被保険者）
　　�商工会の会員・家族・従業員で5歳7カ月から65歳6カ月まで

の健康な方
Ⅲ 加入期間　10 年間
Ⅳ 加入口数　被保険者 1 人につき 20 口まで（1 口 2,000 円）
Ⅴ 貯蓄積立金および利息
　　�貯蓄積立金は、銀行の1年定期預金扱いで複利となります。
Ⅵ 貯蓄積立金の返戻
　　�満　期　時：�満期時には、10年間の貯蓄積立金元利合計をお

返しします。
　　中途解約時：�中途で解約される場合は、それまでの貯蓄積立

金元利合計をお返しします。

Ⅶ 加入者配当金の返戻
　　�毎年決算状況に応じ、納付保険料の一部が積立てら

れ、満期時等に返戻されます。
Ⅷ 融資
　　�加入口数１口につき100万円以内とし、加入口数

に応じ最高2,000万円までの利用ができます。
（ただし、商工会等での審査があります）

Ⅸ 加入口数と診査区分（契約内容により告知書扱から変更あり）

契約年齢 告知書扱 診査医又は健
診通知書他扱

保険金
（１口当たり）

6〜39歳 1〜20口 � ｜ 100万円40〜46歳 1〜12口 13〜20口
47〜54歳 1〜20口 � ｜ 50万円
55〜65歳 1〜20口 ｜ 25万円


